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『
太
平
記
』
長
恨
歌
説
話
の
絵
画
展
開
─
永
青
文
庫
本
と
諸
本
比
較
─

宋
　
春
暁

は
じ
め
に
　

室
町
時
代
に
成
立
し
た
長
編
軍
記
物
語
『
太
平
記
』
は
、
長
い
年
月
を
か
け
て
人
々
に
親
し
ま
れ
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
様
々
な
形
で
享

受
さ
れ
て
き
た
。
特
に
絵
巻
化
に
つ
い
て
は
、
そ
の
初
期
の
制
作
過
程
は
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
、
物
語
の
広
が
り
と
合
戦
絵
巻
制
作
の
風
潮
か

ら
考
え
て
、
室
町
時
代
以
降
早
い
時
期
に
複
数
の
絵
巻
が
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る1

。
現
存
す
る
最
古
の
『
太
平
記
絵
巻
』
は
、
伝
海
北
友
雪
画

の
十
七
世
紀
の
全
一
二
巻
作
品
と
さ
れ
て
い
る2

。
こ
の
よ
う
に
『
太
平
記
』
の
一
部
分
を
絵
巻
に
し
た
例
は
見
ら
れ
る
ほ
か
、
そ
の
部
分
内
容
に
取

材
し
て
、『
呉
越
物
語3

』
の
よ
う
な
別
の
主
題
の
絵
入
り
本
が
制
作
さ
れ
る
例
も
あ
る
が
、
長
編
物
語
で
あ
る
た
め
か
、『
太
平
記
』
全
巻
を
絵
巻
や

絵
本
に
仕
立
て
た
も
の
は
極
め
て
稀
で
あ
り
、
現
時
点
で
、
寛
文
・
延
宝
頃
写
の
永
青
文
庫
蔵
『
絵
入
太
平
記4

』
が
そ
の
唯
一
の
例
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。

全
八
十
三
冊
と
い
う
奈
良
絵
本
と
し
て
は
最
大
規
模
を
誇
る
こ
の
作
品
は
、
寛
文
頃
平
仮
名
絵
入
り
整
版
本
（
九
州
大
学
広
瀬
文
庫
蔵5

）
の
本

文
を
基
に
制
作
さ
れ
、
挿
絵
も
一
部
は
整
版
本
を
参
考
に
し
た
が
、
金
泥
を
用
い
た
新
た
な
独
自
図
様
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
多
い6

。
近
年
、
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『
奈
良
絵
本
『
太
平
記
』
の
世
界
│
永
青
文
庫
所
蔵
『
絵
入
太
平
記
』
全
挿
絵
影
印
な
ら
び
に
研
究
│7

』
に
お
い
て
、
永
青
文
庫
所
蔵
『
絵
入
太

平
記
』
の
挿
絵
が
す
べ
て
影
印
さ
れ
、
詳
細
な
解
説
が
行
わ
れ
、
独
自
に
描
き
出
さ
れ
た
部
分
に
こ
そ
が
、
人
々
が
『
太
平
記
』
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
、
解
釈
し
て
き
た
か
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
い
う
重
要
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
整
版
本
と
の
挿
絵
比
較
を
さ
ら
に
深

め
る
と
と
も
に
、「
他
の
絵
画
化
作
品
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
」、「『
長
恨
歌
』
な
ど
『
太
平
記
』
に
も
類
話
が
含
ま
れ
る
諸
作
品
の
奈

良
絵
本
・
絵
巻
類
な
ど
を
視
野
に
入
れ
た
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
」
な
ど
、
よ
り
広
範
な
視
点
か
ら
の
研
究
が
求
め
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
『
太
平
記
』
永
青
文
庫
本
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
長
恨
歌
説
話
の
絵
画

化
の
様
相
を
、
他
の
関
連
作
品
と
の
比
較
検
討
を
通
し
て
、
そ
の
特
徴
と
手
法
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

一
　
楊
貴
妃
に
つ
い
て

『
太
平
記
』「
畠
山
入
道
謀
反
の
事
付
楊
国
忠
が
事
」
に
お
け
る
長
恨
歌
説
話
は
、
玄
宗
皇
帝
の
楊
貴
妃
へ
の
溺
愛
と
、
安
史
の
乱
を
引
き
起
こ

し
た
楊
国
忠
・
安
禄
山
の
横
暴
を
重
ね
合
わ
せ
、
当
時
の
関
東
で
権
勢
を
誇
っ
た
畠
山
国
清
を
批
判
的
に
描
く
。
特
に
結
末
部
は
、
玄
宗
と
貴
妃

の
関
係
を
「
罪
深
い
契
り
」
と
断
じ
、
安
史
の
乱
を
「
功
に
誇
り
人
を
猜
み
し
故
」
に
起
き
た
と
論
じ
、
現
在
の
関
東
に
お
け
る
合
戦
も
、
過
去

の
乱
と
同
様
の
構
図
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
長
恨
歌
』
が
単
な
る
悲
恋
物
語
と
し
て
で
は
な
く
、
権
力
者
の
驕
慢
と
そ
の
破

滅
を
戒
め
る
教
訓
的
な
物
語
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
勧
戒
的
な
受
容
は
、『
太
平
記
』
に
限
ら
ず
、『
平
治

物
語
』
に
見
ら
れ
る
信
西
が
後
白
河
院
に
贈
っ
た
「
長
恨
歌
図
」
や
、
五
山
詩8

の
一
部
に
も
共
通
し
て
お
り
、
永
青
文
庫
本
が
成
立
す
る
以
前
の

時
代
に
お
い
て
、
広
く
共
有
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
話
に
対
し
、
永
青
文
庫
本
巻
七
四
は
、
整
版
本
巻
三
七
の
こ
の
本
文
を
踏
ま
え
つ
つ
、
挿
絵
に
お
い
て
独
自
の
表
現
を
見
せ
て
い
る
。
畠

山
国
清
を
描
い
た
図
①
を
除
く
、
②
か
ら
⑨
ま
で
の
八
図
は
、
長
恨
歌
説
話
を
視
覚
的
に
展
開
す
る
が
、
紙
面
の
都
合
上
、『
奈
良
絵
本
『
太
平

記
』
の
世
界9

』（
第
三
三
二
頁
〜
三
三
五
頁
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
カ
ラ
ー
図
版
②
〜
⑨
を
参
照
さ
れ
た
い
。
各
図
は
、
②
唐
玄
宗
が
楊
貴
妃
を

寵
愛
す
る
、
③
楊
国
忠
が
味
方
の
首
を
吐
蕃
の
首
と
称
し
て
都
へ
帰
還
す
る
、
④
潼
関
の
山
か
ら
攻
め
る
安
禄
山
に
敗
れ
て
哥
舒
翰
は
河
に
追
い
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落
と
さ
れ
る
、
⑤
玄
宗
が
馬
嵬
で
官
軍
に
道
を
塞
が
れ
て
楊
国
忠
・
楊
貴
妃
の
引
き
渡
し
を
要
求
さ
れ
る
、
⑥
唐
軍
は
玄
宗
の
子
粛
宗
を
皇
帝
と

し
安
禄
山
軍
と
戦
う
、
⑦
玄
宗
が
長
安
へ
の
帰
還
中
に
馬
嵬
の
地
で
嘆
き
悲
し
む
、
⑧
方
士
楊
通
幽
が
蓬
萊
宮
を
訪
ね
る
、
⑨
方
士
が
蓬
萊
宮
で

楊
貴
妃
に
あ
う
、
と
い
っ
た
物
語
の
主
要
場
面
を
、
順
を
追
っ
て
描
出
し
て
い
る
。

整
版
本
で
は
、
こ
の
部
分
に
計
一
八
図10

が
描
か
れ
、
う
ち
、
❸
か
ら
18
ま
で
の
一
六
図
が
長
恨
歌
説
話
を
展
開
し
て
い
る
（【
図
一
】）。
物
語

の
展
開
に
よ
り
、
永
青
文
庫
本
の
場
面
と
対
応
さ
せ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
、﹇
一　

楊
貴
妃
へ
の
寵
愛
﹈
❸
❹
❺
②
、﹇
二　

楊
国
忠
の
無
道
と
安
禄

山
の
挙
兵
﹈
❻
❼
❽
③
④
、﹇
三　

馬
嵬
の
事
変
﹈
❾
10
11
⑤
⑥
、﹇
四　

貴
妃
を
失
っ
た
玄
宗
の
悲
し
み
﹈
12
13
14
⑦
、﹇
五　

蓬
萊
宮
を
尋
ね

る
方
士
﹈
15
16
17
18
⑧
⑨
と
な
っ
て
い
る
。
整
版
本
は
各
事
件
に
対
し
て
複
数
の
挿
絵
を
配
し
、
物
語
の
経
過
を
詳
細
に
描
い
て
い
る
の
に
対

し
、
永
青
文
庫
本
は
代
表
的
な
場
面
を
一
図
か
二
図
で
表
現
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

例
え
ば
、「
一　

楊
貴
妃
へ
の
寵
愛
」
に
お
い
て
、
整
版
本
は
、
唐
玄
宗
の
頃
、
楊
貴
妃
と
い
う
美
人
が
い
た
の
で
（
❸
）、
そ
れ
を
奪
い

（
❹
）、
日
々
離
さ
ず
寵
愛
し
、
そ
の
兄
の
楊
国
忠
を
大
臣
に
命
じ
た
（
❺
）
と
い
う
一
連
の
経
過
の
中
で
楊
貴
妃
を
造
形
す
る
。
特
に
注
目
す
べ

き
は
、
玄
宗
と
貴
妃
が
共
に
描
か
れ
て
い
る
図
が
、
全
一
六
図
と
い
う
多
く
の
図
版
の
中
で
も
、
楊
国
忠
を
任
命
す
る
図
❺
の
み
で
あ
る
点
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
整
版
本
の
挿
絵
は
、
玄
宗
と
貴
妃
の
恋
愛
関
係
そ
の
も
の
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
そ
の
寵
愛
が
招
い
た
政
治
的
な
混
乱
、
す

な
わ
ち
楊
国
忠
の
権
勢
と
安
史
の
乱
へ
の
道
筋
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
永
青
文
庫
本
は
、「
一　

楊
貴
妃
へ
の
寵
愛
」
に
対
し
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
酒
宴
の
場
面
を
単
独
で
図
②
に
描
き
出
し
て
い
る
。
本
文

で
強
調
さ
れ
て
い
る
「
昼
は
終
日
に
輦
を
共
に
し
て
南
内
の
花
に
酔
い
を
勧
め
、
夜
は
よ
も
す
が
ら
席
を
同
し
て
、
西
宮
の
月
に
宴
を
な
し
給

ふ
」
と
い
う
、
二
人
の
深
ま
る
愛
情
と
華
や
か
な
遊
宴
の
様
子
が
、
こ
の
図
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
夜
間
の
宴
の
様
子
は
、
空
の
満
月
、

庭
園
の
池
と
緑
、
そ
し
て
宮
殿
内
で
の
音
楽
演
奏
な
ど
、
一
枚
の
絵
画
な
が
ら
、
細
や
か
な
描
写
に
よ
っ
て
豪
華
絢
爛
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
貴

妃
が
金
の
釵
を
つ
け
、
赤
い
装
束
を
身
に
ま
と
っ
て
玄
宗
と
並
ん
で
座
る
姿
は
、
そ
の
恩
愛
関
係
を
象
徴
的
に
表
し
て
い
る
と
い
え
る
。

両
書
の
相
違
は
、「
三　

馬
嵬
の
変
」
の
描
写
に
お
い
て
も
顕
著
に
表
れ
る
。
蜀
に
向
か
う
途
中
の
馬
嵬
坡
で
、
軍
勢
が
足
止
め
を
食
ら
い
、

楊
国
忠
と
楊
貴
妃
が
殺
害
さ
れ
た
後
、
よ
う
や
く
軍
勢
が
前
進
し
、
安
禄
山
と
の
戦
へ
と
展
開
す
る
と
い
う
物
語
の
流
れ
で
あ
る
。
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整
版
本
に
お
け
る
馬
嵬
の
場
面
（
図
❾
10
11
）
に
関
し
て
は
、
二
人
が
乗
る
乗
り
物
と
し
て
駱
駝
が
描
か
れ
て
い
る
点
が
注
目
に
値
す
る
。
駱

駝
は
、
日
本
に
お
い
て
は
中
国
の
本
草
学
の
文
献11

な
ど
を
介
し
て
知
ら
れ
て
い
た
動
物
で
あ
り
、『
長
恨
歌
』
と
い
う
異
国
物
語
へ
の
駱
駝
の
登

場
は
、
こ
う
し
た
知
識
背
景
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
を
通
じ
て
駱
駝
が
日
本
に
渡
来
し
、
将
軍
家
光12

へ

の
献
上
も
な
さ
れ
る
な
ど
、
舶
来
の
珍
獣
と
し
て
注
目
を
集
め
た
と
同
時
に
、
権
力
者
の
所
有
物
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
も
定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
。

図
❾
に
お
け
る
玄
宗
が
駱
駝
に
乗
る
と
い
う
表
現
は
、
こ
う
し
た
時
代
の
風
潮
を
反
映
し
、
読
者
の
興
味
を
引
く
た
め
の
演
出
で
あ
っ
た
可
能
性

が
あ
る
。
ま
た
、
続
く
図
10
、
11
は
、
楊
国
忠
と
楊
貴
妃
の
悲
劇
的
な
最
期
を
、
本
文
通
り
に
克
明
に
描
写
し
て
い
る
点
も
特
徴
的
で
あ
り
、
楊

国
忠
が
矛
で
刺
さ
れ
、
楊
貴
妃
が
轅
の
下
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
る
と
い
う
衝
撃
的
な
場
面
は
、
読
者
の
好
奇
心
を
刺
激
し
、
作
品
の
人
気
の
一
因

に
も
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
駱
駝
表
現
と
楊
国
忠
処
刑
の
描
写
は
、
元
禄
一
一
年
刊
『
太
平
記
』
巻
三
七
第
三
図
な
ど
の
流
布
刊
本

に
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、『
太
平
記
』
が
広
く
読
ま
れ
た
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
読
者
の
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
も
新
た
に
う
か
が
え
る
。

次
に
、
永
青
文
庫
本
に
お
け
る
﹇
三　

馬
嵬
の
事
変
﹈
の
描
写
（
図
⑤
⑥
）
を
見
て
み
よ
う
。
図
⑤
で
は
、
整
版
本
の
よ
う
に
玄
宗
と
貴
妃
の

姿
を
隠
す
の
で
は
な
く
、
馬
車
の
中
か
ら
玄
宗
皇
帝
と
金
釵
を
挿
し
た
楊
貴
妃
の
姿
が
鮮
や
か
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
楊
国
忠
と
楊
貴

妃
の
処
刑
場
面
は
一
切
描
か
れ
ず
、
安
禄
山
と
の
対
峙
と
合
戦
（
図
⑥
）
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
合
戦
場
面
は
、
同

文
庫
本
に
見
ら
れ
る
他
の
場
面
、
例
え
ば
巻
七
七
第
二
図
の
芳
賀
高
貞
・
高
家
勢
と
足
利
基
氏
勢
の
対
陣
、
巻
五
一
第
三
図
の
高
師
直
勢
と
楠
正

行
勢
の
四
條
畷
で
の
戦
い
な
ど
、
両
軍
が
対
峙
す
る
典
型
的
な
構
図
を
踏
襲
し
て
い
る
。

一
方
、
永
青
文
庫
本
に
お
い
て
、
馬
嵬
の
変
以
降
、
貴
妃
の
姿
が
再
び
現
れ
る
の
は
、
巻
七
四
の
最
終
図
、
す
な
わ
ち
蓬
萊
宮
の
場
面
（
図

⑨
）
で
あ
る
。
彩
雲
が
た
な
び
き
、
棕
櫚
や
松
が
茂
る
仙
境
の
宮
殿
に
は
、
仙
女
た
ち
が
群
が
り
、
そ
の
中
央
に
金
色
の
髪
飾
り
を
つ
け
、
長
い

帯
を
身
に
ま
と
っ
た
貴
妃
が
描
か
れ
、
蓬
萊
宮
に
お
け
る
貴
妃
の
尊
い
身
分
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
貴
妃
は
足
を
踏
み
出
し
て
、
階
段
の
下
に
跪

く
方
士
を
迎
え
る
様
子
が
表
現
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
整
版
本
で
は
、
仙
境
の
描
写
は
簡
略
化
さ
れ
、
方
士
の
到
来
（
15
）、
侍
女
と
の
交

流
（
16
）、
貴
妃
か
ら
の
簪
の
渡
し
（
17
18
）
と
い
っ
た
物
語
の
進
行
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

以
上
、『
太
平
記
』
永
青
文
庫
本
と
整
版
本
を
対
照
さ
せ
な
が
ら
、
楊
貴
妃
の
描
か
れ
方
を
中
心
に
関
係
場
面
を
考
察
し
て
き
た
。
整
版
本
挿
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絵
が
、
読
者
の
興
味
を
引
く
た

め
の
物
語
の
連
続
性
を
重
視

し
、
猟
奇
的
な
好
奇
心
に
も
迎

合
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る

の
に
対
し
て
、
永
青
文
庫
本
は

整
版
本
の
本
文
を
継
承
し
つ
つ

も
、
挿
絵
は
玄
宗
と
の
深
い
愛

情
関
係
を
持
つ
高
貴
な
女
性
と

し
て
の
楊
貴
妃
像
を
理
想
化
し

て
描
く
傾
向
に
あ
る
。
特
に
、

玄
宗
と
貴
妃
の
並
ん
だ
姿
を
増

や
し
、
貴
妃
の
死
を
回
避
し
、

最
後
に
仙
女
た
ち
に
囲
ま
れ
る

姿
を
描
く
な
ど
、
そ
の
傾
向
は

顕
著
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

広
く
流
通
す
る
版
本
と
、
特
定

の
経
済
力
を
持
つ
層
に
向
け
て

制
作
さ
れ
た
絵
入
り
写
本
の
性

格
の
違
い
を
反
映
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

【
図
一
】『
太
平
記
』
寛
文
頃
絵
入
り
整
版
本
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次
に
、『
太
平
記
』
を
主
題

と
し
な
い
他
の
『
長
恨
歌
』
奈

良
絵
本
・
絵
巻
と
の
比
較
を
通

じ
て
、
永
青
文
庫
本
の
表
現
の

特
徴
を
さ
ら
に
深
掘
り
し
た
い
。

二
　
楊
国
忠
に
つ
い
て

『
長
恨
歌
』
奈
良
絵
本
・
絵

巻
は
、
大
き
く
四
つ
の
系
統
に

分
類
で
き
る
が
、
そ
の
う
ち
第

三
系
統
の
上
巻
に
お
い
て
は
、

『
太
平
記
』
流
布
本
か
ら
の
引

用
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
拙
稿13

に

お
い
て
指
摘
し
た
。
こ
の
系
統

は
、
永
青
文
庫
本
の
よ
う
に
本

文
全
体
を
写
し
つ
つ
、
挿
絵
で

楊
貴
妃
の
貴
人
と
し
て
の
形
象

を
強
調
す
る
手
法
で
は
な
く
、

『
太
平
記
』
巻
三
七
「
畠
山
入

道
謀
反
の
事
付
楊
国
忠
が
事
」
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や
巻
三
五
「
玄
宗
寧
王
夫
人
を
奪
ふ
事
」
か
ら
、「
紅
顔
翠
黛
」
や
「
銀
漢
万
里
の
月
」
と
い
っ
た
表
現
を
抄
出
し
、
楊
貴
妃
の
美
貌
を
華
麗
な

言
葉
で
描
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
時
に
、
こ
の
系
統
は
、
楊
国
忠
が
味
方
の
首
を
吐
蕃
の
首
と
偽
っ
て
都
へ
帰
還
す
る
場
面
を
、
本
文
だ
け
で
な
く
挿
絵
に
も
詳
細
に
描
写
し

て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
以
下
に
、
第
三
系
統
に
お
け
る
該
当
箇
所
を
抜
粋
し
、
挿
絵
と
対
応
す
る
部
分
を
下
線
で
示
す
（
波
線
は
『
長
恨

歌
』
挿
絵
、
傍
線
は
『
太
平
記
』
挿
絵
を
示
す
）。

さ
る
程
に
、
兵
疲
れ
、
将
怠
り
、
進
む
勢
な
か
り
け
れ
ば
、
吐
蕃
の
戎
狄
ど
も
、
逆
寄
せ
に
ぞ
寄
せ
た
り
け
る
。
大
将
は
も
と
よ
り
臆
病
な

り
。
士
卒
の
心
を
一
に
せ
ざ
れ
ば
、
一
戦
も
戦
わ
ず
。
a
我
先
に
と
、
逃
げ
け
る
程
に
、
大
荒
の
四
万
七
千
余
里
、
吐
蕃
に
従
ひ
靡
き
け

り
。
楊
国
忠
、
た
ま
り
得
ず
し
て
、
都
を
指
し
て
上
り
け
る
が
、
さ
も
あ
れ
、
今
度
、
大
将
を
申
し
請
け
ま
か
り
向
か
ふ
た
る
甲
斐
も
な

く
、
一
戦
も
せ
で
帰
り
な
ん
事
、
上
聞
、
そ
の
憚
り
あ
り
け
れ
ば
、
味
方
の
中
に
疲
れ
た
る
兵
、
C
一
万
人
が
首
を
刎
ね
て
、
各
々
太
刀
の

切
先
に
貫
き
、
こ
れ
皆
、
吐
蕃
の
徒
の
首
な
り
と
号
し
て
、
奏
し
け
れ
ば
、
即
ち
、
D
首
ど
も
を
ば
、
獄
門
の
木
に
掛
け
ら
れ
、
大
荒
の
地

を
ば
、
楊
国
忠
に
ぞ
賜
り
け
る
…
…
禄
山
が
兵
、
廿
万
騎
、
都
を
指
し
て
攻
め
上
る
時
に
、
哥
舒
翰
、
兵
八
万
を
率
し
霊
宝
と
い
ふ
所
に
支

へ
て
、
b
禄
山
が
右
将
軍
、
崔
乾
祐
と
戦
ふ
。（『
長
恨
歌
』
ラ
イ
デ
ン
本14

）

『
長
恨
歌
』
第
三
系
統
（【
図
二
】）
に
お
い
て
、
九
曜
文
庫
蔵
絵
巻15

は
、
楊
国
忠
が
戦
場
か
ら
逃
走
す
る
場
面
を
視
覚
的
に
表
現
し
て
い
る

（
波
線
部
a
）。
同
系
統
の
ラ
イ
デ
ン
本
は
、
楊
国
忠
の
無
道
な
行
為
を
直
接
描
写
せ
ず
、
哥
舒
翰
と
安
禄
山
の
対
陣
場
面
に
移
行
し
て
い
る
（
波

線
部
b
）。
こ
の
よ
う
に
、
玄
宗
と
貴
妃
の
悲
恋
物
語
を
主
題
と
す
る
『
長
恨
歌
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
は
、
軍
記
物
語
の
本
文
を
引
用
し
つ
つ

も
、
挿
絵
に
お
い
て
は
斬
首
な
ど
の
残
虐
な
描
写
を
回
避16

す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

対
し
て
、『
太
平
記
』
絵
入
整
版
本
（
図
❼
）
で
は
、
楊
国
忠
の
首
が
獄
門
に
晒
さ
れ
る
様
子
（
傍
線
部
D
）
が
描
か
れ
る
一
方
、
永
青
文
庫

本
（
図
③
）
で
は
、
楊
国
忠
の
軍
勢
が
味
方
の
首
を
貫
い
て
都
に
帰
還
す
る
場
面
が
描
か
れ
る
（
傍
線
部
C
）。
後
者
の
斬
首
表
現
は
、
こ
の
説
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話
に
限
ら
ず
、
巻
五
六
の
項
羽
が
垓
下

の
戦
い
で
漢
の
大
将
軍
三
人
の
首
を
取

っ
て
矢
先
に
貫
く
場
面
や
、
巻
六
九
の

南
朝
方
の
定
仏
が
将
軍
方
の
湯
川
庄
司

勢
の
首
を
さ
ら
す
場
面
な
ど
に
見
ら

れ
、
同
書
に
お
い
て
慣
用
的
に
用
い
ら

れ
て
い
る
表
現
手
法
と
い
え
る
。

以
上
、
楊
国
忠
に
関
す
る
場
面
を
中

心
に
、『
太
平
記
』
と
『
長
恨
歌
』
の

挿
絵
を
比
較
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

『
太
平
記
』
永
青
文
庫
本
は
奈
良
絵
本

の
体
裁
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
こ
に
描
か

れ
た
長
恨
歌
説
話
は
、『
長
恨
歌
』
を

主
題
と
す
る
奈
良
絵
本
に
は
見
ら
れ
な

い
斬
首
や
梟
首
と
い
っ
た
表
現
を
慣
用

的
に
用
い
、
軍
記
物
語
と
し
て
の
特
徴

を
顕
著
に
示
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

次
に
、
永
青
文
庫
本
の
最
後
の
場
面

で
あ
る
蓬
萊
仙
境
に
着
目
し
、
同
書
に

【
図
二
】『
長
恨
歌
』
奈
良
絵
本
（
九
曜
文
庫
蔵
本
と
ラ
イ
デ
ン
本
）
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特
有
の
表
現
手
法
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
察
を
進
め
た
い
。

三
　
蓬
莱
仙
境
に
つ
い
て

長
恨
歌
説
話
の
後
半
は
、
方
士
が
蓬
萊
の
仙
境
を
訪
れ
、
玄
宗
の
消
息
を
も
た
ら
し
、
貴
妃
か
ら
釵
を
渡
さ
れ
る
物
語
展
開
で
あ
る
。
特
に
、

貴
妃
が
方
士
に
釵
を
渡
す
場
面
は
、『
太
平
記
』
の
複
数
の
諸
本
や
、『
長
恨
歌
』『
蓬
萊
物
語
』
な
ど
他
の
絵
入
り
作
品
に
も
共
通
し
て
見
ら

れ
、
長
恨
歌
説
話
を
視
覚
的
に
表
現
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
典
型
的
な
場
面
と
い
え
る
。

こ
の
場
面
で
は
、
貴
妃
が
必
ず
母
屋
に
描
か
れ
る
と
い
う
定
型
化
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
母
屋
の
位
置
が
権
威
の
象
徴
で
あ
り
、
登
場
人

物
の
身
分
を
視
覚
的
に
表
現
す
る
上
で
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、『
源
氏
物
語
絵
巻
』「
鈴
虫17

」
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
母
屋
と
の
距
離
や
廂
の
位
置
は
、
人
物
の
身
分
秩
序
を
表
現
す
る
伝
統
的
な
絵
画
手
法
で
あ
っ
た
。
特
に
、
蓬
萊
仙
境
の
場
面
に
お
い
て
、

母
屋
に
描
か
れ
る
貴
妃
は
、
他
の
登
場
人
物
よ
り
も
高
い
地
位
に
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
方
士
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
諸

本
に
よ
っ
て
差
異
が
見
ら
れ
、
例
え
ば
、『
太
平
記
』
整
版
本
で
は
「
方
士
、
手
を
揖
し
て
金
闕
の
玉
の
廂

、に
跪
く
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、

諸
本
の
挿
絵
で
は
方
士
の
位
置
が
異
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
系
統
に
示
す
と
、
以
下
の
通
り
に
な
る
（
各
系
統
の
代
表
的
な
図
様
は
【
図
三
】
参

照
）。﹇

系
統
一　

方
士
が
貴
妃
の
母
屋
に
い
る
﹈  

『
長
恨
歌
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
（
大
谷
女
子
大
学
蔵
本
、
聖
徳
大
学
蔵
本
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
）、
浅
井
了
意
『
や
う
き
ひ

物
語
』。

﹇
系
統
二　

方
士
が
廂
の
間
に
い
る
﹈　

『
長
恨
歌
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
（
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
本
、
九
曜
文
庫
蔵
本
（
小
型
絵
巻
）、
九
曜
文
庫
蔵
本
、
ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族

学
博
物
館
蔵
本
、
立
教
大
学
蔵
本
）、
狩
野
山
雪
「
長
恨
歌
画
巻
」、
狩
野
永
納
『
長
恨
歌
図
抄
』、『
太
平
記
』
寛
文
頃
整
版
本
。
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﹇
系
統
三　

方
士
が
階
段
の
ほ
う
に
い
る
﹈

『
蓬
萊
物
語
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
（
プ

ロ
シ
ャ
文
化
財
財
団
国
立
図
書
館
蔵

本18

、
九
曜
文
庫
蔵
本19

、
石
川
透
蔵
本
）、

『
太
平
記
』
永
青
文
庫
本
。

﹇
系
統
四　

そ
の
他
﹈

清
原
雪
信
画
「
楊
貴
妃
図20

」
等
。

系
統
一
と
系
統
二
で
は
、
方
士
が
母
屋
内
ま
た
は
母

屋
に
近
い
廂
に
描
か
れ
、
権
威
に
近
い
存
在
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
系
統
に
は
、『
長
恨
歌
』

を
主
題
と
す
る
作
品
が
多
く
含
ま
れ
る
。
一
方
、
系
統

三
で
は
、
方
士
が
貴
妃
か
ら
最
も
離
れ
た
階
段
の
ほ
う

に
描
か
れ
る
な
ど
、
や
や
距
離
を
置
い
た
配
置
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
系
統
に
は
、『
長
恨
歌
』
以
外
の
作
品

が
多
く
含
ま
れ
る
。
系
統
四
は
、
野
外
な
ど
、
そ
の
他

の
描
写
を
指
す
。

永
青
文
庫
本
の
図
⑨
は
、
系
統
三
に
分
類
さ
れ
る
。

同
系
統
の
作
品
に
は
、『
長
恨
歌
』
よ
り
も
む
し
ろ
、

『
蓬
萊
物
語
』
の
一
部
伝
本
と
の
共
通
性
が
見
ら
れ
る
。

【
図
三
】﹇
系
統
一
﹈

『
長
恨
歌
絵
巻
』（
右
）
と
『
や
う
き
ひ
物
語
』（
左
）

（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

﹇
系
統
二
﹈

『
長
恨
歌
』
九
曜
文
庫
小
型
絵
巻

（
右
）・
九
曜
文
庫
蔵
絵
巻
（
左
）
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『
蓬
萊
物
語
』
は
、
蓬
萊
山
と
不

老
不
死
の
薬
を
主
題
と
す
る
物
語

で
あ
り
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
物
語

に
お
い
て
も
、
楊
貴
妃
は
実
は
蓬

萊
宮
の
仙
人
で
あ
り
、
霓
裳
羽
衣

は
神
仙
よ
り
伝
わ
っ
た
舞
楽
で
あ

る
と
い
う
側
面
を
強
調
し
て
い

る
。【
図
三
】
に
示
さ
れ
る
系
統

三
の
場
面
で
は
、
貴
妃
が
母
屋
に

「
座
り
」、
侍
女
が
庇
に
「
立
ち
」、

方
士
が
階
段
の
ほ
う
に
「
跪
く
」

と
い
う
構
図
が
特
徴
的
で
あ
る
。

こ
の
遠
近
法
と
姿
勢
の
対
比
に
よ

っ
て
、
方
士
と
い
う
存
在
が
、
尊

い
仙
人
と
の
身
分
の
相
違
が
明
ら

か
に
表
出
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
永
青
文
庫
本
と
『
蓬
萊

物
語
』
の
相
似
性
は
、
方
士
が
蓬

萊
宮
に
辿
り
着
く
図
⑧21

に
も
見
ら

れ
る
。
図
⑧
で
は
、
本
文
の
「
一

﹇
系
統
三
﹈『
蓬
萊
物
語
』
絵
巻
九
曜
文
庫
蔵
本
（
上
）・
石
川
透
蔵
本
（
下
）
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の
亀
是
を
戴
け
り
。
中
に
五
城
峙
ち
て
、
十
二
の
楼
閣
あ
り
。
其
宮
門
に
金
字
の
額
あ
り
」
と
い
う
記
述
に
基
づ
き
、
彩
雲
を
背
景
に
、
大
き
な

亀
が
蓬
萊
山
を
背
負
う
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
亀
に
蓬
萊
山
を
載
せ
る
表
現
は
、
古
く
か
ら
中
国
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
に
お
い
て
も

幸
運
と
長
寿
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
、『
年
中
行
事
絵
巻22

』
な
ど
に
も
図
様
が
見
ら
れ
る
が
、
一
七
世
紀
に
制
作
の
黄
金
期
を
迎
え
た
奈
良
絵

本
・
絵
巻
の
類
に
お
い
て
は
、
特
に
『
蓬
萊
物
語
』
の
挿
絵
に
お
い
て
頻
繁
に
採
用
さ
れ
た
。
代
表
的
な
例
は
、
京
都
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史

学
研
究
室
所
蔵
本23

や
、
ス
ペ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
本
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
亀
に
蓬
萊
山
を
載
せ
る
図
様
自
体
が
、
蓬
萊
山
の
仙
境
と
し

て
の
性
質
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
り
、『
蓬
萊
物
語
』
の
物
語
世
界
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、『
長
恨
歌
』
は
、
玄

宗
と
楊
貴
妃
の
悲
劇
的
な
恋
物
語
で
あ
り
、
現
世
と
来
世
の
恋
愛
関
係
を
主
題
と
し
て
い
る
た
め
か
、『
長
恨
歌
』
を
主
題
と
す
る
奈
良
絵
本
・

絵
巻
で
は
、
亀
に
蓬
萊
山
を
載
せ
る
図
様
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。

以
上
の
考
察
か
ら
、『
太
平
記
』
永
青
文
庫
本
は
、
蓬
萊
亀
を
表
現
し
、
貴
妃
と
方
士
の
遠
近
関
係
と
姿
勢
対
比
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
蓬
萊

仙
界
の
理
想
境
と
楊
貴
妃
の
仙
人
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
よ
り
鮮
や
か
に
描
き
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
特
徴
は
、『
蓬
萊
物
語
』
に

見
ら
れ
る
図
様
と
の
共
通
性
を
示
し
、
永
青
文
庫
本
が
、
一
種
の
理
想
的
な
世
界
を
示
す
祝
儀
物
と
し
て
の
側
面
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け

て
い
る
。

む
す
び

本
稿
で
は
、『
太
平
記
』
永
青
文
庫
本
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
長
恨
歌
説
話
の
絵
画
化
の
様
相
を
、『
太
平

記
』『
長
恨
歌
』『
蓬
萊
物
語
』
な
ど
他
の
絵
入
り
本
作
品
と
の
比
較
検
討
を
通
し
て
、
そ
の
特
徴
と
手
法
を
検
討
し
て
き
た
。

『
太
平
記
』
の
長
恨
歌
説
話
は
、
本
文
に
お
い
て
教
訓
的
な
側
面
が
強
調
さ
れ
る
一
方
、
絵
画
化
さ
れ
る
過
程
で
異
な
る
性
格
を
見
せ
て
い
る
。

永
青
文
庫
本
は
、
整
版
本
本
文
を
継
承
し
つ
つ
も
、
挿
絵
で
は
、
物
語
の
連
続
性
を
重
視
し
読
者
の
猟
奇
的
な
好
奇
心
に
も
迎
合
し
よ
う
と
す
る

整
版
本
の
性
格
と
も
異
な
り
、
理
想
世
界
を
示
す
祝
儀
性
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
絵
画
場
面
で
は
、
軍
記
物
語
に
見

ら
れ
る
合
戦
や
斬
首
と
い
っ
た
慣
用
表
現
を
用
い
る
一
方
で
、
長
恨
歌
説
話
の
前
半
部
分
で
は
、
貴
妃
の
処
刑
を
回
避
し
、
玄
宗
と
の
恩
愛
関
係
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を
強
調
す
る
描
写
が
見
ら
れ
、
後
半
部
分
で
は
、
蓬
萊
亀
の
図
様
や
、
貴
妃
と
方
士
の
遠
近
関
係
な
ど
、『
蓬
萊
物
語
』
と
の
共
通
性
を
見
せ
る

こ
と
で
、
楊
貴
妃
を
貴
人
か
ら
仙
人
へ
と
昇
華
さ
せ
、
物
語
全
体
を
め
で
た
い
祝
儀
物
へ
と
変
容
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
分
析
か
ら
、
永
青
文
庫
本
は
、
中
世
軍
記
物
語
が
新
た
な
変
容
を
遂
げ
る
具
体
相
を
考
え
る
上
で
は
、
見
過
ご
せ
な
い
重
要
な
一
例
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な
手
法
が
、
他
の
『
太
平
記
』
の
章
段
や
、
さ
ら
に
は
他
の
軍
記
物
語
に
も
見
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
に

つ
い
て
は
、
更
な
る
研
究
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

﹇
付
記
﹈
貴
重
な
資
料
の
利
用
を
許
可
く
だ
さ
っ
た
諸
機
関
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
は
、
二
〇
二
二
年
度
教
育
部
人
文
社
会
科

学
重
点
研
究
基
地
重
大
項
目
「
東
方
文
学
輿
文
明
互
鑑
：
多
語
種
古
代
東
方
文
学
挿
図
本
比
較
研
究
」（22JJD

750002

）
に
よ
る
研
究
の
一

部
で
あ
り
、
ま
た
日
本
学
術
振
興
会
外
国
人
特
別
研
究
員
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
成
果
で
あ
る
。

注1	

真
保
亨
「
太
平
記
絵
巻
」（
埼
玉
県
立
博
物
館
編
『
図
録
太
平
記
絵
巻
』
埼
玉
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
）。

2	

一
二
巻
に
つ
い
て
、
第
一
・
二
・
六
・
七
・
十
巻
が
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
、
第
七
・
十
一
・
十
二
巻
が
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
第
三
・

八
巻
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
所
蔵
さ
れ
、
第
四
・
九
巻
は
所
在
が
確
認
さ
れ
な
い
も
の
の
、
白
描
模
本
が
ボ
ス
ト
ン
美

術
館
（
三
巻
本
）
と
東
京
国
立
博
物
館
（
二
巻
本
）
に
あ
り
、
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
筆
者
に
つ
い
て
、「「
太
平
記
絵
巻
」
を
中
心
と

す
る
筆
者
は
、
十
巻
以
上
の
豪
華
絵
巻
の
本
文
を
担
当
す
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
相
当
な
力
量
の
持
ち
主
と
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
（
石
川
透
「
奈
良

絵
本
・
絵
巻
の
研
究
と
収
集
（
八
）
太
平
記
絵
巻
の
筆
者
に
つ
い
て
」『
日
本
古
書
通
信
』
八
五
、
二
〇
二
〇
年
）。
同
「
軍
記
物
語
と
そ
の
絵
画
化
」

（『
軍
記
物
語
講
座
』
三
巻
、
二
〇
一
九
年
）。

3	

小
林
健
二
「『
太
平
記
』
を
題
材
と
し
た
絵
巻
・
絵
本
│
ス
ペ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
『
呉
越
物
語
』
を
中
心
に
│
」（『
説
話
文
学
研
究
』
四
六
、



─ 41─（190）

二
〇
一
一
年
）。

4	
公
益
財
団
法
人
永
青
文
庫
所
蔵
、
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
。〔
寛
文
・
延
宝
〕
写
。〔
朝
倉
重
賢
〕
筆
。
綴
葉
装
八
三
帖
。
縦
二
三
・
七
糎
、
横
一

七
・
二
糎
。
紺
色
地
金
繡
緞
子
表
紙
。
金
泥
植
物
下
絵
入
鳥
の
子
紙
。
平
仮
名
漢
字
交
じ
り
、
挿
絵
前
葉
よ
り
散
ら
し
書
き
。

5	

九
州
大
学
附
属
図
書
館
広
瀬
文
庫
蔵
。〔
寛
文
〕
刊
。
四
一
冊
。
縦
二
九
・
二
糎
、
横
二
〇
・
六
糎
。
表
紙
金
泥
菖
蒲
模
様
あ
り
。
平
仮
名
交
じ
り
文
、

挿
図
（
墨
印
）
あ
り
。
九
州
大
学
附
属
図
書
館
貴
重
資
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
解
説
に
よ
る
。

6	

石
川
透
「
太
平
記
絵
巻
・
絵
本
の
制
作
」『
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
生
成
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、
三
五
八
頁
〜
三
六
四
頁
）。

7	

中
根
千
絵　

森
田
貴
之
『
奈
良
絵
本
『
太
平
記
』
の
世
界
│
永
青
文
庫
所
蔵
『
絵
入
太
平
記
』
全
挿
絵
影
印
な
ら
び
に
研
究
│
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇

二
二
年
）。

8	

岩
山
泰
三
「
五
山
詩
に
お
け
る
楊
貴
妃
像
│
題
画
詩
と
『
後
素
集
』│
」（『
国
文
学
研
究
』
一
三
一
、
二
〇
〇
〇
年
）、
鷲
頭
桂
「
玄
宗
皇
帝
絵
に
み
る

勧
戒
性
：
長
恨
歌
絵
を
中
心
に
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
二
七
一
、
二
〇
二
二
年
）
な
ど
に
詳
し
い
。

9	

中
根
千
絵　

森
田
貴
之
『
奈
良
絵
本
『
太
平
記
』
の
世
界
│
永
青
文
庫
所
蔵
『
絵
入
太
平
記
』
全
挿
絵
影
印
な
ら
び
に
研
究
│
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇

二
二
年
）。

10	

刊
本
第
17
18
の
挿
絵
は
、
別
の
巻
に
差
し
込
ま
れ
て
い
る
が
、
森
田
貴
之
氏
の
推
定
に
よ
り
錯
簡
と
考
え
ら
れ
、
長
恨
歌
説
話
を
描
く
場
面
と
し
て
数

え
た
（
前
掲
注
中
根
千
絵
・
森
田
貴
之
編
著
の
研
究
篇
に
よ
る
、
一
六
九
頁
）。

11	
 

『
本
草
綱
目
』
な
ど
に
薬
用
の
効
果
が
記
さ
れ
る
。
駱
駝
の
日
中
文
学
史
な
ど
に
つ
い
て
は
、
杉
田
英
明
「
駱
駝
と
日
本
人
│
動
物
表
象
を
通
し
て
見

た
異
国
趣
味
│
」（『
比
較
文
学
研
究
』
八
六
、
東
大
比
較
文
学
会
、
二
〇
〇
五
年
）
に
詳
し
い
。

12	

そ
の
第
一
回
は
、
正
保
三
（
一
六
四
六
）
年
一
二
月
か
ら
翌
年
三
月
に
か
け
て
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ウ
ィ
ル
レ
ム
・
フ
ェ
ル
ス
テ
ー
ヘ
ン
（W

ilem
 

Verstchen

）
が
江
戸
参
府
を
行
な
っ
た
際
に
将
軍
家
光
に
献
上
し
た
駱
駝
二
頭
で
あ
っ
た
。
一
六
四
七
年
一
月
六
日
（
正
保
三
年
十
二
月
一
日
）
に
、

「
予
の
後
方
の
青
い
小
石
の
所
に
は
ら
く
だ
が
二
頭
黒
び
ろ
う
ど
で
被
わ
れ
て
立
っ
て
い
た
。
予
は
前
の
位
置
か
ら
一
歩
進
ん
で
陛
下
に
敬
す
る
よ
う

命
ぜ
ら
れ
た
」
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記
』
第
二
輯
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
年
、
一
二
九
〜
一
三
〇
頁
、
一
三
三

〜
一
三
四
頁
、
一
三
八
頁
な
ど
）。

13	

宋
春
暁
「
奈
良
絵
本
『
長
恨
歌
』
の
成
立
│
ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館
蔵
本
を
中
心
に
│
」（『
中
世
文
学
』
六
九
号
、
二
〇
二
四
年
）

14	

ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館
蔵
本
（N

ationaal M
useum

 van W
ereldculturen C

ollection, C
ollection Ph.F.B

. von Siebold, Inventory no: 
RV-1-4353

）
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15	

九
曜
文
庫
蔵
。〔
貞
享
・
元
禄
〕
写
。
小
型
絵
巻
。
縦
一
七
・
一
糎
。
牡
丹
唐
草
金
襴
表
紙
。
鳥
の
子
紙
。
金
銀
切
箔
雲
母
引
き
、
天
地
に
金
泥
塗
り
。

上
巻
六
図
、
中
巻
五
図
、
下
巻
五
図
、
計
一
六
図
。（
中
野
幸
一
編
『
奈
良
絵
本
絵
巻
集
九
（
長
恨
歌
・
武
家
繁
昌
・
藤
袋
の
草
子
）』
早
稲
田
大
学
出

版
部
、
一
九
八
八
年
）。

16	

軍
記
の
内
容
を
手
彩
色
の
絵
入
り
作
品
に
仕
立
て
る
際
に
、
残
虐
描
写
の
回
避
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
滝
澤
み
か
「
馬
の
博
物
館
蔵
画
帖
に
み
る
『
保

元
物
語
』『
平
治
物
語
』
の
二
段
階
の
享
受
と
構
成
」（
前
掲
中
根
千
絵
・
薄
田
大
輔
編
著
）、
石
川
透
・
星
瑞
穂
『
舞
の
本
を
よ
む　

武
将
が
愛
し
た

舞
の
世
界
の
物
語　

海
の
見
え
る
杜
美
術
館
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
四
年
）、
粂
汐
里
『
中
近
世
語
り
物
文
芸
の
研
究
│
信
仰
・
絵
画
・
地
域
伝
承

│
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
二
三
年
）
等
に
も
指
摘
が
見
ら
れ
る
。

17	

三
谷
邦
明
『
源
氏
物
語
絵
巻
の
謎
を
読
み
解
く
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
八
年
）

18	

エ
ヴ
ァ
・
ク
ラ
フ
ト 
ほ
か
編
著
『
お
伽
草
子
絵
巻
集
と
研
究
│
西
ベ
ル
リ
ン
本　

未
刊
国
文
資
料
第
四
期
第
十
冊
│
』（
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
、
一

九
八
一
年
）。
方
士
が
庇
と
階
段
の
接
続
部
に
描
か
れ
る
。
ま
た
上
巻
の
別
の
場
面
に
も
、
蛤
か
ら
吹
き
出
さ
れ
た
雲
の
中
に
蓬
萊
宮
が
表
現
さ
れ
る
。

19	

中
野
幸
一
『
奈
良
絵
本
絵
巻
集 
別
巻
三
（
花
鳥
風
月
・
蓬
萊
絵
巻
・
文
正
の
草
子
・
福
富
草
子
）』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
九
年
、
一
七
二

頁
）
よ
り
転
載
。

20	

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
。https://collections.m

fa.org/objects/24919

21 

図
版
は
、
前
掲
中
根
千
絵
・
森
田
貴
之
編
著
、
三
三
五
頁
参
照
。　

22	

巻
一
二
に
祇
園
御
霊
会
の
神
幸
当
日
の
雑
色
を
描
く
際
、
笠
の
上
に
は
、
亀
の
背
に
巌
を
載
せ
る
蓬
萊
山
の
作
り
物
が
見
ら
れ
る
。

23	

『
京
都
大
学
蔵
む
ろ
ま
ち
も
の
が
た
り
』
六
（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
三
七
三
頁
）


